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特集 1 令和３年度北陸信越工学教育協会 年次シンポジウム 「DX 時代の工学教育」 

福井大学における数理・データサイエンス・AI教育への 

取り組みについて 

 

福井大学 学長補佐／工学系部門電気・電子工学講座 教授 

廣 瀬 勝 一 氏 

 
１．はじめに 

 本日のテーマは、「DX 時代の工学教育」というこ

とで、工学教育のための DX という形でお話しいた

だけるご講演が多いと思いますが、この講演に関し

ましては、DX のための工学教育といいますか、DX

をこれから担われる方々の工学教育という視点でお

話しさせていただきます。 

 この講演については、福井大学における取組とい

うことで準備を始めましたが、我々の大学では、ど

ちらかといいますと少し取組が遅れているといった

ようなところもございまして、背景を主にお話しさ

せていただくことになろうかと思います。 

 

２．AI戦略 2019 

 数理・データサイエンス・AI に関する知識や技能

については、ディジタル社会の「読み・書き・そろば

ん」のような言葉をお聞きになったことのある方々

もいらっしゃるかと思いますけれども、先ほど奥井

課長補佐のご講演にもございました Society 5.0 とい

うところから始まっているようです。こちらはもう

ご紹介ありましたとおり、第５期科学技術基本計画

ということで、2016 年から 2020 年度のところで初め

て提唱されています。 

 この定義に関しては、サイバー空間（仮想空間）と

フィジカル空間（現実空間）について、これを高度に

融合させたシステムで、経済発展と社会的課題の解

決を両立する人間中心の社会ということで、人間中

心の社会というところが強調されたような定義にな

っています。 

 ちなみに、5.0 までの１から４ですが、狩猟社会、

農耕社会、工業社会、情報社会ということで、こちら

はよく言われている社会の変化に関するところです。

 

資料 1.背景 

 

 Society 5.0 のしくみということで、こちらは下のほ

うにございます内閣府作成というところからお借り

してきたのですが、これまでの情報社会（4.0）と

Society 5.0 の比較として、上がサイバー空間で下がフ

ィジカル空間ということで、３つ例が出ております

が、これがそれぞれ対応しております。 

 4.0 を見ていただきますと、車の運転に関する例、

情報分析の例、工場の例がありますけれども、情報

社会のところでは人が仲介して情報を入手・分析し

て、それをフィジカル空間にフィードバックすると

いうような形で書かれていますが、5.0 に関しまして

は、車の走行ですと自動走行車ができます、何らか

の提案ということであればAI に任せられます、工場

に関してもロボットが自動で生産します、というこ

とで、こちらセンサー、IoT という言葉が最近よく言

われますが、このような形で情報を収集して、それ

をデータ解析あるいは人工知能のような技術で処理

をして新たな価値を生み出すというようなことが

Society 5.0 で想定されています。 



 

 

 

 

資料 2. Society 5.0のしくみ 

 

 こちらは先ほどご紹介しましたけれども、第５期

が2020年までということですが、第６期は科学技術・

イノベーション基本計画ということで、これを調べ

ているときに、なぜイノベーションというものが入

ったのかなという疑問を持っていたんですけれども、

先ほどの奥井課長補佐のご講演で科学技術基本法が

ということで教えていただきました。 

 こちらに関しましても、我々が目指す社会という

ことで Society 5.0 は引き続き中心に据えられていま

す。 

 こちらに関しては、持続可能性とか多様性や、国

連のＳＤＧｓ、あとＬＧＢＴについても多様性の一

部として考えられるのではないかと思います。 

 Society 5.0 の実現に向けた科学技術・イノベーショ

ン政策、ここは省略しますが、資料のような内容で

実施されるという状況です。 

 

資料 3.第 6期科学技術・イノベーション基本計画 

 

 また、こちらも先ほどご紹介いただいたところで

すが、今までの背景として、AI 戦略 2019 がその年の

６月に統合イノベーション戦略推進会議から提案さ

れていまして、こちらに関しては、2025 年実現を念

頭に置いた具体目標ということで、もちろん数理・

データサイエンス・AI 教育というところを書いてい

ますけれども、リテラシー教育、応用基礎教育、エキ

スパート教育と３つに分けられており、リテラシー

については、文理を問わず、すべての大学・高専生が

50 万人程度いますが、初級レベルの数理・データサ

イエンス・AI を習得するとなっています。 

 応用基礎については、こちらも文理を問わずとい

うことで、一定規模のということですが、上の数字

と見比べていただきますと全大学・高専生のおよそ

２人に１人が自らの専門分野への数理・データサイ

エンス・AIの応用基礎力を習得するとなっています。 

 最後はエキスパート教育について、約 2,000 名、そ

のうちトップクラス 100 名をそれぞれ育成して、そ

の能力を開花・発揮させる教育が挙げられます。 

 多くの大学は、本戦略に基づき、リテラシー教育、

応用基礎教育をどうしていこうかとお考えになって

いる状況かと存じます。 

 

資料 4.AI戦略 2019 

 

 こちらは直接関係ないかとは思いますが、AI 戦略

2019 の少し前に、人間中心のAI 社会原則というもの

も提唱されていまして、こちらは基本理念が３つ挙

げられています。人間の尊厳とか多様性・包摂性、持

続可能性についての基本理念が挙げられていまして、

社会原則として７つ、人間中心ですというのはやは

りここに出てまいりますし、教育・リテラシーも全

ての方々が平等に教育を受けられるようにとされて

います。プライバシー、セキュリティももちろん重

要で、それらの他にあと３つほど社会原則として挙

げられています。 



 

 

 

 

資料 5.人間中心の AI社会原則 

 

３．数理・データサイエンス教育強化拠点コンソー

シアム 

 そのような背景があって、数理・データサイエン

ス教育強化拠点コンソーシアムが設置されています。

こちらについては 2016 年 12 月に、文部科学省で数

理及びデータサイエンスに係る教育強化の拠点６大

学が選定されています。東京大学を幹事校としてこ

の６大学が中心となって、コンソーシアムが設置さ

れています。 

 このコンソーシアムには 2019 年度に国立大学 20

校が協力校として参加しており、2020 年度に新たに

３校加わって、さらに特定分野協力校が加わってい

る状況です。 

 

資料 6.数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム 

 

 コンソーシアムの概要ですが、こちらは、まず右

を見ていただくと、日本全国を６つのブロックに分

け、それぞれ拠点校があって、拠点校は先ほどの６

つの大学のいずれかがなられているという状況です。

あと協力校が何校かあり、北陸地区に関しましては、

中部・東海ブロックに所属しています。 

 北陸地方としては新潟大学が入っており、そして

富山大学が2020年度新たに協力校に加わられたとい

う状況です。 

 左側を見ていただきますと、分科会が幾つか設け

られていまして、カリキュラム分科会は、標準カリ

キュラムの作成ということですが、こちらは試験、

検定等についても活動なさっています。教材分科会

は、教材をご準備いただいており、あと教育のため

のデータのご準備をされている分科会もありまして、

コンソーシアムのホームページで、その辺りのコン

テンツ、データの一部をご提供いただいています。 

 これから少し詳しくお話しさせていただくことに

なりますが、モデルカリキュラムとしてリテラシー

レベル、応用基礎レベル、こちらの全国展開に関す

る委員会等も開かれています。 

 

資料 7.数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム

の概要 

 

４．数理・データサイエンス・AI教育プログラム認

定制度 

 ここからは、各大学で取り組まれています数理・

データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度につ

いて少しお話しさせていただきますが、こちらは先

ほど申し上げたとおり、リテラシーレベル、応用基

礎レベルということですが、リテラシーレベルに関

しては、今年、昨年度末からになりますけれども、募

集が既に始まっております。応用基礎レベルに関し

ては、恐らく今年度末あたりから第１回目の募集が

始まると考えております。 



 

 

 

 

資料 8.数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 

 

 この認定制度について、どのような教育プログラ

ムを構築していくのかということで、そのレファレ

ンスになりますモデルカリキュラムを先ほどのコン

ソーシアムが作成しています。それぞれリテラシー

レベル、応用基礎レベルということで、それぞれに

データ思考の涵養とAI×データ活用の実践という副

題がついています。それぞれが 2020 年４月と 2021 年

３月に公開されています。 

 

資料 9.数理・データサイエンス・AIモデルカリキュラム 

 

 次の資料はリテラシーレベルの概要が１枚にまと

められていますが。こちらは省略させていただいて、

個別に少し詳しくご紹介できればと思います。 

 

資料 10. 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

モデルカリキュラム 

 

 まず、リテラシーレベルに関してですが、学修目

標としましては２つ挙げられており、１つ目が今後

のデジタル社会において、数理・データサイエンス・

AI を日常の生活、仕事等の場で使いこなすことがで

きる基礎的素養を主体的に身に付けるということ、

もう一つが、学修した数理・データサイエンス・AI

に関する知識・技能をもとに、これらを扱う際には、

人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志

でAI 等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用でき

るようになること、このような学修目標が挙げられ

ています。 

 これらの学修目標に関して、モデルカリキュラム

ではおおむね２単位相当程度の学修量のカリキュラ

ムを構築していくことが想定されています。 

 

資料 11. リテラシーレベルモデルカリキュラム 

 

 こちらには基本的な考え方が挙げられていまして、

赤字のところを挙げると、１番目として、数理・デー

タサイエンス・AI を活用することの楽しさ、意義と

いうことを重点的に教えるということ、あと、学び

の相乗効果として、こちらはグループワーク等が実

施できると望ましい、というようなことが言われて



 

 

 

います。２番目として、各大学や高専の教育の目的、

分野の特性等を生かして、モデルカリキュラムの中

から適切に話題を選択して教える、ということにな

っています。３番目として、実データや実課題を用

いた演習が求められています。最後は、分かりやす

さを重視することが基本的な考え方になっています。 

 こちらに関しては、また後ほど、少し触れさせて

いただきますけれども、特に高校学習指導要領の改

訂により、2023 年度をめどに見直しを行っていくこ

とが既に言われています。 

 

資料 12. 数理・データサイエンス・AIリテラシーレベルの教

育の基本的考え方 

 

 カリキュラムの構成を具体的にどうしましょうと

いうことについては、大きく４つに分かれています。

導入、基礎、心得、選択ということで、導入に関して

は、データ・AI 利活用、どんな事例がありますか、

概要はどうですかというような内容になります。 

 基礎に関しては、データリテラシーということで、

データを読んだり、説明したり、扱う際の処理、そう

いうものを身につけましょうという内容になってい

ます。 

 心得に関しては、データ・AI 利活用における留意

事項ということで、利活用に関連する法律あるいは

モラル、倫理あるいはセキュリティに関して学びま

しょうという内容になっています。 

 最後にオプションとして、統計および数理基礎と

かアルゴリズム基礎とか、いわゆる理数系の分野の

内容になっていまして、このモデルカリキュラムで

はあくまで選択事項として挙げられています。工学

関係ではむしろこの辺りのところが主に専門、共通

教育のところでそれぞれテーマになるかと思います。

ここのところは技術的な内容になってまいりますけ

れども、先ほどリテラシーレベル、全ての高専生、大

学生が文理を問わず学ぶということで、そういうと

ころを背景にして選択という位置づけになっている

と思われます。 

 

資料 13.リテラシーレベル モデルカリキュラムの構成 

 

この辺りはそれぞれの学修内容、詳しく説明した

いところではございますけれども、少し省略させて

いただいて、データリテラシーのところだけ少し述

べさせていただきます。 

 

資料 14.社会におけるデータ・AI利活用 

 

 例えばここでは、学修目標としては、先ほどのデ

ータを読む、説明する、扱うということが出てまい

ります。一番下を見ていただきますと、スプレッド

シート等を使って小規模データを集計・加工すると

いうような演習が想定されています。この辺りは各

大学で情報リテラシー関連の授業がデータサイエン

ス等の話が出てくる前から行われていると思います

が、それと重複する内容になるかと思われます。 

 



 

 

 

 

資料 15.データリテラシー 

  

どのような知識、スキルを身につけてほしいかにつ

いて、キーワードとして例示されているところです

けれども、それぞれデータを読む、説明する、扱うと

いうことについて、例えば平均値、中央値、最頻値、

分散、標準偏差、偏差値、相関係数等、いろいろキー

ワードがありますが、この辺りは大学の工学系では

確率・統計に関連する授業で扱われていますけれど

も、高校数学の範囲でもこのような基本的事項に関

しましては教科書でも取り上げているところかと思

われます。 

 

資料 16.データリテラシー＜スキルセット＞ 

 

 こちらは、データ・AI 利活用における心得のとこ

ろですが、先ほど簡単にご説明しましたので省略し

ます。 

 

資料 17. データ・AI利活用における留意事項 

 

 こちらが選択、オプションになっているところで

すが、数学、統計、アルゴリズム基礎、あとプログラ

ミング言語に関しましてもＳＱＬ／Python 等が挙げ

られています。 

 

資料 18. オプション 

 

 リテラシーレベルの認定制度については、第１回

募集が既に終了していまして、認定件数と申請件数

は同数でした。こちらは全ての大学での認定を目指

されていて、リテラシーレベルに関しましては先ほ

ど申し上げた情報処理の基礎科目等で各大学ご経験

をお持ちですので、それぞれよく設計されて応募さ

れたのかと思います。 

 こちらは今後、毎年度の募集が予定されています。 

 後ほど福井大学の取組状況もお話しいたしますが、

申請要件として１年間のカリキュラムの実施実績が

求められていまして、我々は、主にこれを理由に、今

回に関しては応募を見送っておりますけれども、次

回の応募に向けて準備を進めているところでです。 



 

 

 

 

資料 19. 認定制度（リテラシーレベル） 

 

 次に、応用基礎レベルについては、こちらにモデ

ルカリキュラム、学修目標が挙げられていまして、

まずリテラシーレベルの教育を補完的・発展的に学

びましょう、次にデータから意味を抽出して、現場

にフィードバックする能力や AI を活用して課題解

決につなげる基礎能力を修得しましょう、最後に、

自らの専門分野に数理・データサイエンス・AI を応

用するための大局的な視点を獲得しましょうという

ことが挙げられておりまして、学修量としてはおお

むね４単位相当程度を想定したカリキュラムが示さ

れています。 

 

資料 20. 応用基礎レベルモデルカリキュラム 

 

 こちらが基本的な考え方で、赤字のところ、１番

目は、先ほどの学修目標に挙がっていた内容になり

ます。２番目は、やはりこちらもリテラシーレベル

と同様で、社会での実例を題材とした教育が推奨さ

れています。３番目は、学部３、４年生が想定されて

いるという内容になっています。４番目は各大学の

特性を生かした教育を進めてくださいとなっていま

して、５番目は、演習や PBL 等を効果的に組み入れ

ましょうという考え方が示されています。 

 応用基礎レベルに関しましても、リテラシーレベ

ルと同様に、やはり高校の学習指導要領等を見て、

おおむね４年後をめどに見直しを行うという予定が

既に示されています。 

 

資料 21. 数理・データサイエンス・AI 応用基礎レベルの教育

の基本的考え方 

 

 応用基礎レベルについてもモデルカリキュラムの

構成が挙げられていますが、おおむね４単位程度と

いうことで、例えば２つの授業で構成するというこ

とであれば、大ざっぱに言ってAI で一つの授業、デ

ータサイエンスとデータエンジニアリングで一つの

授業というような学修量が想定されているようです。 

 こちらを見ていただきますと、やはり選択項目と

必修項目に分かれていまして、それぞれAI 基礎、デ

ータサイエンス基礎、データエンジニアリング基礎

とございますが、ここで星印がつけられているのが

必須項目となっています。 

例えば AI 基礎ですと、AI の歴史と応用分野、AI

と社会、機械学習の基礎と展望、深層学習の基礎と

展望、AI の構築と運用が必須項目として挙げられて

います。データサイエンス基礎に関しましては、デ

ータ駆動型社会とデータサイエンス、分析設計です。

データエンジニアリングに関しましては、ビッグデ

ータとデータエンジニアリング、データ表現が必須

項目として挙げられています。 

 一方で、米印がついている項目は、数理・データサ

イエンス・AI を学ぶ上で基盤となる学修項目という

ことで、数学基礎、アルゴリズム、プログラミング基

礎となっていますが、工学系に関しましては、例え

ば数学基礎ですと、微分積分、線形代数、確率統計が

該当しますが、これらは多くの大学で必修あるいは

多くの学生が学ぶ科目として課程等に挙げられてい

ます。 

 あとアルゴリズム、プログラミング基礎に関しま

しても、電気電子情報関係の学科ではもちろんです

けれども、工学系ですと他学科でもコンピュータに



 

 

 

関する概論とか、あるいは実習を設けられていると

ころも少なくありませんので、やはり従来のカリキ

ュラムでほぼカバーできるような内容かと思われま

す。 

 一方で、必須の学修項目に関しましては、特に例

えばAI に関しましては、専門分野に近い学科以外で

は、授業の科目として取り上げられているところは

多くはないと思われますので、応用基礎レベルに対

応するのであれば、充実していく必要があろうかと

思われます。 

 

資料 22. 応用基礎レベル モデルカリキュラムの構成 

 

 次に、応用基礎レベルの授業科目設計については、

先ほどの内容が踏襲されておりまして、データサイ

エンス、データエンジニアリング、AI の基礎それぞ

れで必須項目はもちろん必ず教えてくださいという

ことですけれども、そのほかのところは選択という

ことで、各学科あるいは学部等の事情に応じて選択

して教えましょうという構成になっています。 

 

資料 23. 応用基礎レベル モデルカリキュラムの授業科目設

計 

 

 ここまで見ていただくと、工学系教育に関しまし

ては、先ほど申し上げたとおり米印の項目は多くの

ところでカバーされていますけれども、モデルカリ

キュラムでは、文理を問わず、大学生、高専生のおよ

そ２人に１人は履修しましょうということが背景だ

と思いますが、数学的な要素が必ずしもメインに置

かれているわけではないというところがお分かりい

ただけるかと思います。 

 あと、学修内容等が挙げられている資料について

は、説明を省略させていただきます。 

 

資料 24. データサイエンス基礎 

 

 

資料 25. データサエンジニアリング基礎 

 

 

資料 26. AI基礎 

 

 モデルカリキュラムに関しましては今申し上げた



 

 

 

とおりですけれども、一方で認定制度（応用基礎レ

ベル）をどのように組み立てるかという点で、こち

らは数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認

定制度検討会議とありまして、首相官邸のホームペ

ージにありますが、数理・データサイエンス・AI 教

育プログラム認定制度（応用基礎レベル）の創設に

ついて、そこではモデルカリキュラムと少し異なり

ますが、必須項目と選択項目に分けられていまして、

必須項目としては応用基礎コアと呼ばれていますが、

データ表現とアルゴリズム、AI・データサイエンス

基礎、AI・データサイエンス実践ということで、かな

り数理的な内容が強調された構成になっています。

選択項目に関しましては、上の必須項目のさらに発

展した内容が想定されています。 

  

資料 27. 認定制度（応用基礎レベル） 

 

こちらはコンソーシアムのホームページに上げら

れている図ですけれども、モデルカリキュラムと認

定教育プログラム要素の対応関係が示されています。

先ほどのモデルカリキュラムの基盤となる項目は全

て認定教育プログラムの必須項目に対応しています。

また、教育方法で、実践等を重視しましょうという

ことで、それも必須項目の一つとして挙げられてい

ます。 

 工学系の分野に関しましては、認定教育プログラ

ムの必須項目について、実習等は少し検討する必要

が出てくるかと思いますけれども、数学的な基盤の

ところはかなりカバーされていますので、それほど

対応に苦慮することはないと思います。一方でリテ

ラシーレベルと同様に、工学系だけではなくて人文

系なども含めて全学的に教育プログラムを展開して

いくという点では、基盤的な要素をどう扱っていく

かに関しては、福井大学もそうですが、若干悩んで

おられるところが少なくないのではないかと考えて

おります。 

 

資料 28. モデルカリキュラムと認定教育プログラム要素との

関係（応用基礎コア） 

 

５．福井大学における数理・データサイエンス・AI

教育の現状 

 ここからは福井大学における数理・データサイエ

ンス・AI 教育の現状ということで簡単にお話しさせ

ていただきたいと思います。ここでは、リテラシー

レベルの科目の全学必修化、他大学との単位互換、

認定制度のリテラシーレベルへの対応、推進体制の

整備、応用基礎レベルへの対応について、それぞれ

簡単にはなりますがご紹介いたします。 

 

資料 29. 福井大学における数理・データサイエンス・AI教育

の現状 

 

 福井大学は、教育学部、医学部、工学部、国際地域

学部の４学部で構成されていまして、定員 855 名で

全体の 60％が工学部という構成になっています。 



 

 

 

 

資料 30. 福井大学定員 

 

 こちらは、数理・データサイエンス教育の全学必

修化と北陸地区の大学連携による地域への普及とい

うことで、今年度までの２年間の事業で、富山大学

を主幹校として、北陸３大学で実施しています。こ

の事業では、先ほど申し上げたリテラシーレベルの

科目の全学必修化、単位互換、ＦＤ開催を行ってお

ります。 

 

資料 31. 数理及びデータサイエンスに係る教育強化事業 

 

 リテラシーレベルの科目の必修化に関しましては、

福井大学では情報リテラシーに関する情報処理基礎

という科目でデータサイエンスのリテラシーレベル

の内容の付加を今年度から始めたところですけれど

も、モデルカリキュラムの内容への十分な対応とい

うのはこの科目だけでは不十分であるというような

状況でございます。 

 

資料 32. リテラシーレベルの科目の必修化 

 

 単位互換に関しましては、ふくいアカデミックア

ライアンスと先ほどの北陸３大学において、数理・

データサイエンス入門、数値計算の考え方という科

目を提供させていただいている状況です。 

 

資料 33. 単位互換 

 

 福井大学での推進体制を整備する目的で、データ

科学・AI 教育研究センターが、本年７月１日に設置

されました。業務としては、１番目が教育研究の推

進及び支援、２番目が教育プログラムの制定・管理

運営、これは先ほどの文科省の認定制度への対応と

いうことになるかと思います。３番目が、リカレン

ト教育等をこれから連携して担っていきましょうと

いうところになりますが、まずは学内の教育プログ

ラムを構築していくというところを主な業務として

進めていくことになるかと考えております。 



 

 

 

 

資料 34. データ科学・AI教育研究センター 

 

 リテラシーレベルへの対応ということに関しまし

ては、先ほど申し上げたとおり、次回募集への応募

を予定しておりまして、単位互換科目にも挙げてお

りました数理・データサイエンス入門を、共通教育

科目として開講しています。こちらは今年度から開

講いたしまして、オンデマンド型になっています。

必修化は段階的に進めていきたいと考えています。 

 また、2025 年度入学生が高等学校で情報Ⅰが必修

科目になるということで、これを踏まえて 2025 年度

に向けて数理・データサイエンス入門で得られた経

験等を生かして、リテラシーレベルの内容を見直し

ていく計画を立てています。 

 

資料 35. 数理・DS・AI教育プログラム認定制度（リテラシー

レベル）への対応 

 

 こちらは数理・データサイエンス入門のシラバス

です。15 回分挙げていますが、先ほどの導入、基礎、

心得に加えて選択のところもある程度カバーした内

容になっています。 

 

資料 36. 数理・データサイエンス入門シラバス 

 

 高等学校の情報Ⅰでは、こちらに挙げたとおり、

情報社会の問題解決、コミュニケーションと情報デ

ザイン、コンピュータとプログラミング、情報通信

ネットワークとデータの活用が主な内容になってい

まして、下線を引いた部分がデータサイエンス・AI

等に関連する内容となっています。これを見ますと、

現在のリテラシーレベルのモデルカリキュラムがか

なりカバーされているかと考えています。 

 

資料 37. 高等学校「情報Ⅰ」 

 

 こちらの大学入学共通テストのサンプル問題を見

ましても、かなりリテラシーレベルの内容が含まれ

ているだろうということが分かります。 



 

 

 

 

資料 38. 大学入学共通テスト サンプル問題「情報」ねらい 

 

 今後の計画ですが、リテラシーレベルの全学必修

化と数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの

認定制度（応用基礎レベル）への対応ということで、

こちらについては、2025 年度からの入学生は恐らく

リテラシーレベルの内容を修得済みではないかとい

うところを考えながら検討していく必要があります。 

 また、学生・教職員の負担として、カリキュラムが

煩雑にならないようにということは、福井大学の工

学系の事情ではありますが、改組後にカリキュラム

が複雑になっているところが若干ございまして、学

生にも分かりにくいようなところがありますので、

注意していかなければなりません。 

 リテラシーレベルの全学必修ということになりま

すと教育の負担が大きくなりますので、リテラシー

レベルであれば多くの先生方がご自分の専門に近い

ところで関連の話題をお持ちかと思いますので、な

るべく広く薄く対応できるような仕組みにしていけ

ればと考えております。 

 

資料 39. 数理・DS教育の今後の計画 

 

 時間の都合で次の資料は省略します。 

 

資料 40. 応用基礎レベル教育のプログラム化 

 

 これが最後になりますが、課題としまして、オン

ライン授業は学生からの評価はおおむね良好ですけ

れども、成績評価を考えますと、負担は対面と同等

ということになりますので、オンラインを取り入れ

るにしてもやはり負担についてはよく考えていかな

ければならないと考えています。 

 外部機関のオンラインコンテンツの活用について

も、コンソーシアムで提供していただいているコン

テンツをうまく利用していければと思っています。 

 

資料 41. 課題 

  

 以上です。ありがとうございました。 

 


